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〈救急キット〉
 ・内容に過不足ない市
販のセットが使いやす
い。

〈非常食〉
 ・食べるとのどが乾く
カンパンより、チョコ
レートやカロリーメイ
トが○。

〈下着・生理用品〉
 ・下着は最低１セット
生理用品は使い慣れて
るものを。

〈靴下・軍手〉
 ・ガラスの飛び散った
室内を歩くには、厚手
の靴下が最適。手を保
護する軍手も必需品。

〈トイレットペーパー〉
 ・芯を抜いてつぶしておく。 〈ウェットティッシュ〉

 ・水が使えないとき役立つ。

〈現金〉
 ・１週間しのげるくら
いの額を目安に。公衆
電話は硬貨しか使えな
くなるので10円玉、
100円玉を多めに。
紙幣も1000円札が
ベスト。

〈携帯ラジオ〉
 ・AMとFM両方受信で
き、電池が懐中電灯と
共用できるものがベス
ト。替えの電池もテー
プで張り付けて。

〈懐中電灯〉
 ・小型で明るいものを。

〈飲料水〉
 ・ペットボトルのミネ
ラルウォーターは１年
ごとに交換を。
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避
難
場
所
ま
で

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

み
よ
う

　

ま
ず
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
、
家
族
全
員
で
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
場
所
が

わ
か
っ
た
ら
、
自
宅
か
ら
避
難
場

所
へ
の
ル
ー
ト
を
決
め
て
実
際
に

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
家
族
が
離
れ
て
し
ま
っ

た
時
の
た
め
に
集
合
場
所
や
緊
急

連
絡
先
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

用
意
し
て
お
き
た
い

　
　
　

  

非
常
持
ち
出
し
袋

　

も
し
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
ら
、

何
を
持
っ
て
出
た
ら
い
い
の
か
慌

て
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
の
機

会
に
も
し
や
の
非
常
事
態
に
備
え

て
「
非
常
持
ち
出
し
袋
」
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
１
年
に
１
度
は
必
ず
点

検
し
ま
し
ょ
う
。
電
池
や
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
缶
詰
な
ど
は
古

く
な
っ
て
い
れ
ば
新
し
い
も
の
と

非常持ち出し袋の中身

　

９
月
１
日
は
防
災
の
日
。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
こ

の
日
に
起
き
た
「
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
な
い
」
と
い
う
意
味

と
、
こ
の
時
期
に
多
い
台
風
に
対

す
る
心
構
え
の
意
味
も
含
め
て
、

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
の
日
に
ち
な
ん
で
、

家
庭
の
災
害
対
策
チ
ェ
ッ
ク
事
項

を
再
確
認
。
家
族
全
員
で
防
災
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
確
認
し
あ
う

一
人
ひ
と
り
の
意
識
づ
け
が
大
切

で
す
。

防災の日

交
換
し
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
災
害
直
後
に
は
持

ち
出
せ
な
く
て
も
後
々
使
用
で
き

る
よ
う
に
、
水
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
を
別
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。

部
屋
の
点
検

　

家
具
の
転
倒
防
止
対
策
と
し

て
、
部
屋
中
の
家
具
を
点
検
。
ち

ょ
っ
と
し
た
対
策
で
大
き
な
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
次

の
こ
と
を
実
行
し
、
地
震
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

①
照
明
器
具
は
チ
ェ
ー
ン
と
金
具

　

で
天
井
に
固
定
す
る
。

②
２
段
重
ね
の
タ
ン
ス
は
金
具
で

　

連
結
し
て
お
く
。
ま
た
、
上
段

　

に
軽
い
も
の
、
下
段
に
重
い
も

　

の
を
入
れ
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か

　

ら
心
が
け
る
。

③
窓
ガ
ラ
ス
の
つ
い
た
食
器
棚
な

　

ど
は
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張

　

っ
て
お
く
。
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「
緊
急
地
震
速
報
」
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

　
「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源

に
近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知

し
、
直
ち
に
震
源
や
地
震
の
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）、
各
地
の
震

度
な
ど
を
推
定
し
、
大
き
な
揺
れ

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
の
お
知
ら
せ

を
目
指
す
情
報
で
す
。
こ
の
情
報

を
聞
い
て
、
大
き
な
揺
れ
が
始
ま

る
前
に
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
緊
急
地
震
速
報
」

に
は
情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺

れ
が
始
ま
る
ま
で
は
、
長
い
場
合

で
も
数
十
秒
程
度
で
あ
り
、
震
源

に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
情
報
の
提

供
が
主
要
動
の
到
達
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
る
な
ど
の
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
緊
急
地
震
速
報
の

提
供
に
伴
う
事
故
や
混
乱
を
防
止

し
つ
つ
、
地
震
に
よ
る
被
害
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
平
成
18

年
８
月
１
日
か
ら
現
時
点
に
お
い

て
も
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
混
乱

な
く
利
用
で
き
る
分
野
へ
の
先
行

的
な
情
報
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
９
月
ご
ろ
に
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
る
放
送

を
含
め
、
広
く
国
民
へ
の
提
供
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。「
緊
急
地

震
速
報
」
を
有
効
に
活
用
し
、
身

の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
情
報

を
受
け
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行

動
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
「
緊
急

地
震
速
報
の
利
用
の
心
得
」
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
地
震
速
報
の
詳
細

な
ど
に
つ
い
て
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.jm
a.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

宇
都
宮
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
０
２
８―

６
３
５―

７
２
６
０

緊
急
地
震
速
報
の
し
く
み

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
震
源
近
く

で
地
震
（
Ｐ
波
、
初
期
微
動
）
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
位
置
、
規
模
、
想

定
さ
れ
る
揺
れ
の
強
さ
を
自
動
計

算
し
ま
す
。
地
震
に
よ
る
強
い
揺

れ
（
Ｓ
波
、
主
要
動
）
が
始
ま
る

数
秒
～
数
十
秒
前
に
素
早
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で

は
、「
緊
急
地
震
速
報
」
が
強
い

揺
れ
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

地震
発生

Ｐ
波
（
初
期
微
動
）を
観
測

情
報
を
発
表

数秒後

震源から離れるほど猶予時間が長くなります

情報発表から主要動到達までの猶予時間情報発表から主要動到達までの猶予時間
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「
緊
急
地
震
速
報
」利
用
の
心
得

　

緊
急
地
震
速
報
は
見
聞
き
し
て
か
ら
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
が

数
秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
周

囲
の
状
況
に
応
じ
て
、
慌
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
具
体

的
な
対
応
行
動
の
指
針

①
家
庭
で
は

・
頭
を
保
護
し
、
大
き
な
家
具
か

ら
離
れ
、
丈

夫
な
机
の

下
な
ど
に

隠
れ
る
。

・
慌
て
て
外
へ
飛
び
出
さ
な
い
。

・
そ
の
場
で
火
を
消
せ
る
場
合
は

火
の
始
末
。
火
元
か
ら
離
れ
て
い

る
場
合
は
無
理
し
て
消
火
し
な
い
。

②
不
特
定
多
数
の
者
が
出
入
り
す

る
施
設
で
は

・
施
設
の
従
業
員
等
の
指
示
に
従
う
。

・
そ
の
場
で
頭
を
保
護
し
、
揺
れ

に
備
え
て
身
構
え
る
。

・
慌
て
て
出
口
、
階
段
な
ど
に
殺

到
し
な
い
。

③
屋
外
で
は

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
自
動
販

売
機
の
転
倒
、
看
板
、
割
れ
た
ガ

ラ
ス
の
落
下
に
注
意
し
、
ビ
ル
の

そ
ば
か
ら
離
れ
る
。

④
乗
り
物
で
移
動
中
は

・
自
動
車
運
転
中
は
後
続
の
車
が

情
報
を
聞
い
て
い
な
い
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
あ
わ
て
て

ス
ピ
ー
ド
を
落
さ
な
い
。
ハ
ザ
ー

ド
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
、
周
り
の
車

に
注
意
を
促
し
た
の
ち
、
緩
や
か

に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
大
き
な

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
道
路
状
況
を

確
認
し
て
安
全
な
場
所
に
停
止
す
る
。

・
鉄
道
・
バ
ス
に
乗
車
中
は
、
つ

り
革
、
手
す
り
な
ど
に
し
っ
か
り

つ
か
ま
る
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
中
は
最
寄

り
の
階
で
停
止
さ
せ
、
速
や
か
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
降
り
る
。

那珂川町消防団合同訓練のため
下記区域が立ち入り禁止となります

　町消防団と県防災ヘリコプターの合同訓練を行います。
　馬頭運動場及びポニータウン南側が立ち入り禁止となる
ほか、会場周辺の道路は通行止めや片側通行等の交通規制
となりますので、ご協力をお願いします。
　また、会場周辺では県防災ヘリコプターの離発着または
低空による飛行のため相当量のヘリコプター音と風が起こ
りますので、ご了承ください。
開催日時　８月26日（日）
　　　　　午前10時～正午（雨天中止）
実施会場　馬頭運動場及びその周辺
　　　　　（南町からひばり幼稚園南側）
　　　　　武茂川河川敷等（ポニータウン周辺）
問い合わせ　総務課消防交通係　☎0287－92－1111

武茂川

ポ
ニ
ー
タ
ウ
ン

国道293号

＝立入禁止区域
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暮
ら
し 

ミ
ニ
知
識　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

消
費
期
限
、
賞
味
期
限
の
違
い
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て

い
る
食
品
の
容
器
に
あ
る
表
示
に

は
、
２
種
類
の
期
限
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

　

１
つ
は
「
消
費
期
限
」
で
す
。

こ
れ
は
品
質
の
劣
化
が
比
較
的
早

く
、
製
造
後
速
や
か
に
消
費
す
べ

き
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
「
賞
味
期
限
」
で

す
。
こ
れ
は
定
め
ら
れ
た
方
法
で

保
存
し
た
場
合
に
、
食
品
の
品
質

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
期
限
を
示

す
も
の
で
、
品
質
の
劣
化
が
比
較

的
緩
や
か
な
食
品
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
消
費
期
限
は
安
全
に

食
べ
ら
れ
る
期
限
を
示
し
、
賞
味

期
限
は
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

（
飲
め
る
）
期
限
を
示
す
も
の
で

す
。
ど
ち
ら
の
期
限
も
製
造
者
が

科
学
技
術
的
根
拠
を
基
に
決
め
て

い
ま
す
が
、
食
品
は
食
べ
る
ま
で

の
保
存
状
態
に
大
き
く
左
右
さ
れ

ま
す
。
２
つ
の
期
限
は
容
器
に
表

示
し
て
あ
る
保
存
方
法
を
守
る
こ

と
と
開
封
し
て
い
な
い
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

　

開
封
し
て
し
ま
う
と
、
消
費
期

限
ま
で
３
日
あ
っ
て
も
、
そ
の
後

の
３
日
間
が
安
全
で
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　

気
温
が
高
い
夏
は
あ
ら
ゆ
る
食

品
の
傷
み
が
早
い
季
節
で
す
。
表

示
を
正
し
く
読
み
取
り
、
安
全
で

快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
注
意
を

　

悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
は
、
判

断
力
の
衰
え
た
高
齢
者
を
ね
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、「
無
料
で
床
下
を

点
検
し
て
あ
げ
る
」
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
口
実
で
点
検
し
て
み
せ
、「
こ

の
ま
ま
で
は
危
険
だ
。
す
ぐ
に
工

事
し
た
方
が
い
い
」
な
ど
と
不
安

を
あ
お
り
、
契
約
を
勧
め
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
不
安
に
つ
け
込
ん

で
、
健
康
食
品
の
購
入
を
勧
め
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
販
売
業
者
は

言
葉
巧
み
に
勧
め
ま
す
か
ら
、
高

齢
者
は
十
分
な
判
断
が
で
き
な
い

ま
ま
、
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま

い
、
後
日
「
契
約
し
な
け
れ
ば
よ

か
っ
た
。
解
約
し
た
い
」
と
後
悔

し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
ま
さ
か
自

分
が
だ
ま
さ
れ
た
と
は
思
わ
ず
、

だ
ま
さ
れ
た
と
わ
か
っ
て
い
て
も

家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か

ら
と
、
黙
っ
て
い
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
が

「
だ
ま
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

家
族
や
近
所
の
方
々
が
日
ご
ろ
か

ら
高
齢
者
の
様
子
を
気
に
か
け
る

と
と
も
に
、
身
近
に
相
談
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８―

６
６
５―

７
７
４
４

８月10 日は「道の日」

県の施設を見る「県民バス」参加者募集
●日　　　時　10月4日（木）　●見学場所　林業センター、日光田母沢御用邸記念公園
●コ　ー　ス
　山村開発センター　⇒　まほろばゆうゆう園小川　⇒　林業センター見学　⇒　ろまんちっく村（昼食）
　　　8:20発　　　　　　　すこやか共生館前 8:40　　  10:00～11:20　　　　　 11:40～13:00

　日光田母沢御用邸　⇒　道の駅きつれがわ　⇒　まほろばゆうゆう園小川　⇒　山村開発センター
　記念公園見学　　　　　　　（休憩）　　　　　　　　　16:50　　　　　　　　　17:10着
　 13:40～15:00

●参　加　費　　無料（昼食代は各自負担）　　●募集人員　　40名

●申し込み方法　　参加希望者は、往復ハガキに、住所・氏名・年齢・電話番号・集合場所（山村開発セン
　　　　　　　　　ター・まほろばゆうゆう園小川のいずれか）を記入し、下記へお申し込みください。
　　　　　　　　　１枚のハガキで２名様まで申し込みできますので、参加希望者分を記入して下さい。
　　　　　　　　　応募者多数の場合は抽選とし、９月25日（火）までに通知します。

●申し込み締め切り　　９月14日（金）　当日消印有効

●申し込み・問い合わせ　〒324-0056　大田原市中央１－９－９
　　　　　　　　　　　　栃木県県北県民センター「県民バス」係
　　　　　　　　　　　　☎０２８７－２３－１５５５
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「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ

 ケーブルテレビの概要

　ケーブルテレビ（Cable Television）は、テレビ
ジョン放送の難視聴解消を目的として、昭和30年代
より全国各地で設置されました。引き込み端子数が
１万件以上で自主放送を行うケーブルテレビ局は、
昭和62年に「多摩ケーブルネットワーク株式会社
（東京都青梅市）」が第１号として開局し、その
後、首都圏を中心にこれらのケーブルテレビのブー
ムが起こり、多くの地域で展開されています。近
年、情報通信関連技術の急激な進歩を背景として、
自主放送を行う大規模ケーブルテレビは、地域コ
ミュニティ番組の放送が可能であることから、地域
に密着した情報の発信、双方向機能を活用したイン
ターネットの接続、ＩＰ電話等の通信メディアとし
て普及発展していくことが予想されます。なお、
ケーブルテレビの形態については、「自主放送を行
うケーブルテレビ」型と「難視聴解消対応」型に分
類されています。

 ケーブルテレビ（共同受信）施設の種類

　放送を各家庭で受信する方法は、大別して家庭ご
とに受信アンテナを設置する「個別受信」と、ひと
つのアンテナを複数の家庭が使用する「共同受信」
があります。
　共同受信であるケーブルテレビには、次の４種類
があります。
１ 都市受信障害共聴施設
　主として都市部において、ビルや送電線等の建築
物で放送電波が遮られたり、反射されて受信障害が
発生している地域に障害対策として設置された共同
の受信施設です。
２ 集合住宅・ビル共聴施設
　マンション・アパートやオフィスビルなどでテレ
ビ放送を受信するため、共同アンテナを屋上などに

建て、各室に放送電波を分配するために設置された
共同の受信施設です。
３ 難視聴解消共聴施設
　送信所からの放送電波が山や丘陵などによって遮
られ、受信画像質が劣化している地域や放送電波が
届かない地域に対し、難視聴解消対策として設置さ
れた共同の受信施設です。
４ 自主放送型ケーブルテレビ施設　　
　自主放送型ケーブルテレビ施設による受信は増加
し、現在の普及率は30%を超えています。ここでい
う自主放送型ケーブルテレビは、テレビの再送信だ
けでなく、多チャンネル放送サービスや、地域情報
などの番組を制作し、自主放送を行うケーブルテレ
ビのことを指します。 

難視聴解消共聴施設図例

受信用増幅器

受信点用地 BSアンテナ

幹線
同軸ケーブル

線路
増幅器

衛星放送

受信装置

延長増幅器

分配器

分配器

同軸ケーブル
宅内設備

分岐器

分岐器

保安器
引込線

ＢＳデジタル放送
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 ケーブルテレビの特徴

　ケーブルテレビ（CATV）とは、有線テレビ
ジョン放送のことであり、欧米や日本ではこれをブ
ロードバンド化に対応した情報通信基盤として注目
されているとともに、現在進められている地上波テ
レビジョン放送のデジタル化においても、その推進
に寄与すると期待されています。ケーブルテレビの
特徴は、次のとおりです。
１ 地域情報化の拠点
　ケーブルテレビは、地域に根ざしたメディアとし
て、地域情報、防災情報及び公共機関の広報の提供
など、公共情報ネットワークとしての役割を果たし
うる公共性の高いコミュニティメディアであり、地
域の情報化の進展に大きく貢献することが可能で
す。
２ 選択性の高いメディア
　ケーブルテレビは、教育、教養、文化、ニュース
など各種多彩な情報提供が可能であり、利用者に
とって選択の自由度が高く、高度化・多様化する住
民の情報ニーズに最も適切に応える選択性の高いメ
ディアです。
３ 双方向性のあるメディア
　ケーブルテレビは、双方向機能を有するため、在
宅医療、遠隔教育などのより高度な対話型のサービ
スが可能であり、住民生活の質的向上に躍進的に寄
与するメディアです。
４ 地域間情報格差の是正
　ケーブルテレビは、インターネット等を利用して
地域～全国間、地域～地域間等多元的な地理的属性
を有する情報の円滑な流通・伝達が可能であり、多
様な情報を発信元から家庭まで直結することで、地
域間の情報格差を解消できます。

 提供されるサービス

　ケーブルテレビは、放送の再送信サービスの多
チャンネル化のほか、ケーブルテレビ回線の双方向
機能を利用したインターネット接続サービスなどの
通信サービスを総合的に行う「フルサービス」の提
供可能な、地域情報通信基盤です。
１ 地上波放送（アナログ放送）、地上デジタルテレ
　ビ放送の再送信
　高層ビル、山や丘陵などの障害物の影響がない美
しい画像とクリアな音質の視聴が可能です。
　※アナログ放送は、平成23年７月24日までに終了
　　します。
２ 衛星放送の再送信（ＢＳ／ＣＳ）
　パラボナアンテナを設置することなく衛星放送
（ＢＳ・ＣＳ）の視聴ができます。
３ 多彩な専門番組
　ＣＳ放送では、時代劇、映画、スポーツ、音楽、
ドラマ、アニメ、レジャー、ドキュメンタリー、
ニュース、ショッピングなど多種多様な番組がいつ
でも視聴できます。
４ 地域密着情報
　ケーブルテレビ事業者は、株式会社が多数を占め
ますが、地元地方自治体からのお知らせや自主放送
番組・地域情報・生活情報などの地域密着情報が提
供されます。
５ 電気通信サービス
　インターネット接続サービス、ＩＰ電話サービス
などの各種の通信系サービスが可能となります。

栃木県内の主なCATV局 事業者名 主な放送エリア

宇都宮ケーブルテレビ 宇都宮ケーブルテレビ株式会社 宇都宮市、下野市、さくら市、
高根沢町、芳賀町、上三川町、壬生町

わたらせテレビ 足利ケーブルテレビ株式会社 足利市

栃木ケーブルテレビ ケーブルテレビ株式会社 栃木市、西方町、大平町、岩舟町、
藤岡町、都賀町

佐野ケーブルテレビ 佐野ケーブルテレビ株式会社 佐野市
鹿沼ケーブルテレビ 鹿沼ケーブルテレビ株式会社 鹿沼市
大日光ケーブルテレビ 株式会社大日光ケーブルテレビ 日光市
いちごてれび 真岡ケーブルテレビ株式会社 真岡市
テレビ小山放送 テレビ小山放送株式社 小山市
茂木町ケーブルテレビ 茂木町 茂木町
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
22
）

　

今
回
は
、
町
民
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
先
進
地
視
察
先
の
１
つ

で
あ
る
埼
玉
県
寄
居
町
の
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
、
説
明
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
人
口
の
増
加
と

生
活
水
準
の
向
上
（
生
活
様
式
の

多
様
化
）
な
ど
に
よ
り
廃
棄
物
が

大
量
に
発
生
す
る
一
方
、
都
市
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
確
保
が
非
常
に
難
し

く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
処
分

先
に
困
っ
て
い
る
県
内
の
中
小
企

業
や
市
町
村
な
ど
の
廃
棄
物
を
適

正
に
処
分
す
る
た
め
、
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
で
大
規
模
埋
め
立
て

地
の
確
保
を
決
定
し
寄
居
町
に
用

地
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
地
元
町
民
の
強
い
反
対

が
あ
り
ま
し
た
が
、
県
で
は
地
元

説
明
会
の
開
催
、
町
へ
職
員
を
派

遣
す
る
な
ど
粘
り
強
く
地
元
の
理

解
と
協
力
を
得
る
こ
と
に
努
め
、

県
直
営
の
広
域
埋
め
立
て
最
終
処

分
場
「
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ

ー
」
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
元
年
か
ら

埋
め
立
て
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
全
体
面
積
は
97
・
７

ha
、
埋
め
立
て
面
積
は
26 

・
８

ha
、
埋
め
立
て
容
量
は
１
９
３
万

㎥
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
特

徴
は
、
前
回
ご
紹
介
し
た
「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
よ
う

に
埋
め
立
て
地
が
１
ヵ
所
で
は
な

く
、
11
ヵ
所
の
埋
め
立
て
地
に
順

次
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
全
国
で
最
初
に
つ

く
ら
れ
た
県
営
の
管
理
型
最
終
処

分
場
で
、
主
な
施
設
と
し
て
は
、

管
理
棟
、
埋
め
立
て
地
、
浸
出
水

処
理
施
設
、
防
災
調
整
池
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
、
公

共
関
与
に
よ
る
全
国
初
め
て
の
総

合
的
資
源
循
環
型
モ
デ
ル
施
設 

「
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
」
や
、

埋
め
立
て
地
の
跡
地
利
用
と
し
て

整
備
さ
れ
た
三
ヶ
山
緑
地
公
園
が

あ
り
ま
す
。

　

受
け
入
れ
廃
棄
物
は
、
県
内
で

排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
７
種
類

（
燃
え
殻
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
・

陶
磁
器
く
ず
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き

類
）
及
び
建
設
残
土
、
一
般
廃
棄

物
３
種
類
（
ご
み
焼
却
灰
、
し
尿

処
理
場
焼
却
灰
、
不
燃
物
）
の
う

ち
、
有
害
廃
棄
物
を
除
い
た
無
機

物
を
主
体
と
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

次
回
は
、
各
施
設

の
概
要
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場について、町民
の皆さんの疑問にお答えし、ご意
見やご要望をお伺いするため、県
と共同で相談窓口を開設していま
す。
相談日時　毎週水曜（当分の間）
　　　　　午後１時～午後６時
場　　所　役場本庁２階 
　　　　　第３会議室
問い合わせ　
　県　馬頭処分場整備室　
　　　☎０２８－６２３－３２２７
　町　環境整備対策室　　
　　　☎０２８７－９２－１１１０

最終処分場視察を実施します

視 察 先　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　　　　　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　　　　　その他、要望の施設

対 象 者　那珂川町に住所を有する団体・グループ

申 込 先　環境整備対策室

実施期日　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

不法投棄現場周辺にかかる水質分析結果
（平成19年度経年変動調査分）

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質
分析結果をお知らせします。

調査項目　健康項目、生活環境項目、その他
採 水 日　平成19年６月11日
採水場所　１ 周辺環境水
　　　　　　（1）投棄地直下河川
　　　　　　（2）農業用水
　　　　　　（3）小口川上流
　　　　　２ 投棄現場
　　　　　　（4）投棄地下流側浸出水 
　　　　　　（5）投棄地内浸出水
　　　　　３ 周辺人家井戸水
　　　　　　（6）人家井戸水　９カ所
調査結果　周辺への汚染拡大の兆候は認め
　　　　　られない。
　詳細については環境整備対策室 ☎０２８７
－９２－１１１０にお問い合わせください。

埼玉県環境整備センター
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ありがとう

ございます

寄  贈
○
福
祉
基
金
へ

三
万
五
千
六
百
十
一
円

　
（
有
）益
子
建
築
・（
株
）関
東
フ
ー
ズ

　
　
　
　

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様

○
美
術
館
へ

五
万
円　
　
　

荒
井
進
様（
矢
又
）

○
図
書
館
へ

図
書
「
陽
気
ぐ
ら
し
の
遺
伝
子
」

一
冊

　
　
　
　
　

高
野
成
人
様（
馬
頭
）

図
書
「
海
辺
の
生
き
も
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
他
五
冊　
　
　
　

　
　
　
　

益
子
千
代
美
様（
松
野
）

図
書
「
奥
の
細
道
」
他
七
冊　

　
　
　
　
　

佐
藤
吉
男
様（
小
川
）

図
書
「
窯
ぐ
れ
乃
記
」
一
冊

　
　
　
　
　

遅
沢
雅
夫
様（
馬
頭
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名（
３
９
４
回
）

第１話　「出 発」
　平成２年８月３日、私は初めてこの町に住み始めまし
た。新しい出会いと初めて観る風景、毎日が冒険でした。
　ある日、町内の店で用件をすませた後、その店長に「こ
の辺の必見の場所はどこですか？」と伺いました。しか
し、店長が勧めた全ての所が町外でしたので「町内でお
勧めはありませんか？」と尋ねたところ、「町内はあま
りわかりません」。私はその返事にびっくりし、無関心
さにうんざりしました。
　しかし、最近、私はその店長に似てきてしまったよう
な気がします。町外へ出かけることが多く、17 年間の
うちに、那珂川町について分からなくなったことを深く
反省しています。
　平成 14 年から、私は広報にこの町の学校生活と町内
の教育の様子をコラムとして紹介しています。今でも、

「子どもたちが那珂川町の宝物」と固く信じています。
　しかし、これから私は那珂川町の再発見、そして日本
の再発見をするために、新しい冒険の旅を始めます。発
見したことをこのコラムにしますので、私と一緒に同行
してください。どうぞ、よろしくお願いします。

結
婚
相
談
会
の
ご
案
内

　

那
珂
川
町
結
婚
相
談
所
で
は
、
結
婚
を
希
望

さ
れ
て
い
る
方
や
そ
の
親
御
さ
ん
の
た
め
の
相

談
の
場
と
し
て
結
婚
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

結
婚
相
談
員
が
幸
せ
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第
１
回

　

日
時　

９
月
２
日（
日
）午
後
６
時
～
午
後
９
時

　

場
所　

馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

第
２
回

　

日
時　

10
月
21
日
（
日
）
午
後
６
時
～
午
後
９
時

　

場
所　

小
川
公
民
館
小
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
（
那

珂
川
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
）

☎
０
２
８
７―

92―

１
１
１
２

出
会
い
の
秋
！
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

　

あ
な
た
も
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
？
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
（
日
）
午
後
６
時
～

場
所　

南
平
台
温
泉
ホ
テ
ル

参
加
資
格　

男
性　

25
歳
以
上
の
独
身
（
那
珂

川
町
在
住
）
女
性　

25
歳
以
上
の
独
身
（
住
所

地
の
制
限
な
し
）

会
費　
男
性　

３
、０
０
０
円 

女
性　

２
、０
０
０
円

定
員　

男
女
各
20
名

締
め
切
り
日　

 

９
月
10
日
（
月
）

　

※
先
着
順
に
受
付
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み　

住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
（
那
珂

川
町
結
婚
相
談
所
事
務
局
）

　

☎　

 

０
２
８
７―
92―

１
１
１
２  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
８
７―
92―
１
１
６
４　

ケビン・ブラックバーン

町
の
国
際
交
流
員
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
ろ
（
平
成
２

年
）
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日
常
生
活
の
支
援
を
紹
介

　

介
助
犬
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

　

な
す
南
農
協
は
、
交
通
事
故
被
害
者
な

ど
の
障
害
者
を
支
援
す
る
介
助
犬
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
７
月
11
日
、
グ

リ
ー
ン
パ
ル
で
「
介
助
犬
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
ひ
ば
り
幼
稚
園
と
馬
頭
地
区

の
各
保
育
園
の
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者
約

１
０
０
名
が
介
助
犬
「
レ
イ
ち
ゃ
ん
」
を

迎
え
、
介
助
犬
の
日
常
生
活
の
活
動
内
容

の
紹
介
や
体
験
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
車
い
す
に
乗
り
、
レ
イ

ち
ゃ
ん
が
自
動
車
の
キ
ー
や
携
帯
電
話
を

捜
し
て
拾
い
、
支
援
す
る
の
を
体
験
。
レ

イ
ち
ゃ
ん
が
次
々
と
課
題
を
ク
リ
ア
す
る

と
、
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

第
57
回
塩
那
少
年
野
球
大
会

　

57
回
を
迎
え
た
塩
那
少
年
野
球
大
会
が

７
月
14
日
、
16
日
の
2
日
間
、
小
川
小
学

校
と
小
川
運
動
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

藤
田
教
育
長
は
「
厳
し
い
予
選
を
勝
ち

抜
い
て
こ
ら
れ
た
各
チ
ー
ム
に
は
、
歴
史

と
伝
統
あ
る
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
レ
ー

を
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
松
の
実
ク
ラ
ブ
の
桶
山
諒
主
将
が
力

強
く
選
手
宣
誓
を
す
る
と
、
練
習
を
積
み

重
ね
た
16
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優　

勝　

こ
ぶ
し
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

▼
準
優
勝　

南
ヶ
丘
Ｊ
Ｂ
Ｃ

▼
三　

位　

烏
山
ク
ラ
ブ

▼
三　

位　

湯
津
上
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

風
土
記
の
丘
資
料
館
で
土
器
つ
く
り

　

本
物
の
土
器
を
間
近
で
見
な
が
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
作
品
を
作
ろ
う
と
７
月
22
日
、

風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館
で
「
土
器
つ

く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
30
人
の
参
加
者
は
、
1.5
㎏
の
粘
土
に

ひ
び
が
入
ら
な
い
よ
う
に
砂
を
混
ぜ
、
こ

ね
ま
し
た
。
底
に
な
る
部
分
を
作
り
、
そ

の
上
に
ひ
も
状
に
丸
め
た
粘
土
を
乗
せ
て

い
く
「
輪
積
み
法
」
で
、
土
器
の
形
を
作

り
ま
す
。
最
後
に
竹
で
線
を
入
れ
た
り
、

縄
目
の
模
様
を
つ
け
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

作
成
し
た
土
器
は
２
週
間
乾
か
し
野
焼

き
さ
れ
、
８
月
中
旬
ご
ろ
完
成
す
る
予
定

で
す
。

馬
頭
高
校
生
が
ふ
る
さ
と
美
化
活
動

　

勤
労
の
尊
さ
と
郷
土
愛
を
育
む
た
め
７

月
23
日
、
馬
頭
広
重
美
術
館
な
ど
で
馬
頭

高
校
生
が
「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
馬
頭
広
重
美
術
館
と
ふ
れ
あ
い
橋
、

う
ぐ
い
す
工
房
付
近
の
３
ヵ
所
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

馬
頭
高
校
１
年
生
95
名
と
２
・
３
年
生

の
希
望
者
や
生
徒
の
保
護
者
約
20
名
で
、

午
前
９
時
か
ら
１
時
間
半
、
草
刈
鎌
を
手

に
除
草
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
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川
崎
町
長
が
秋
田
県
美
郷
町
を
訪
問

　

引
き
続
き
友
好
都
市
と
し
て
交
流
を

　

去
る
７
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、

川
崎
町
長
が
旧
小
川
町
と
交
流
の
あ
っ
た

秋
田
県
旧
仙
南
村
（
平
成
16
年
11
月
に
旧

仙
南
村
ほ
か
２
町
と
合
併
し
、
現
在
は
美

郷
町
）
を
訪
れ
、
今
後
の
交
流
に
つ
い
て

松
田
知
己
美
郷
町
長
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

川
崎
町
長
は
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
、

「
民
間
を
中
心
と
し
た
交
流
や
那
須
小
川

ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
等
の
文
化
交
流
を
今
ま
で

ど
お
り
行
っ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
両
町

の
職
員
間
の
交
流
な
ど
課
題
検
討
や
情
報

交
換
等
を
行
い
、
お
互
い
の
町
政
運
営
に

プ
ラ
ス
と
な
る
事
業
が
実
施
で
き
れ
ば
」

と
話
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
松
田

町
長
も
同
じ
考
え
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

友
好
都
市
と
し
て
引
き
続
き
交
流
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

南
那
須
地
区
推
進
大
会
開
催
さ
れ
る

　
「
防
ご
う
犯
罪
と
非
行　

助
け
よ
う
立

ち
直
り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
７
月
12
日
、小

川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
南
那
須
地

区
推
進
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
の
桑
野
正
光

館
長
に
よ
る
記
念
講
演
で
は
、「
栃
木
県
民

は
年
々
、
田
舎
の
良
さ
で
あ
る
協
働
の
精

神
を
失
い
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
は
都
会
の

マ
ナ
ー
が
身
に
付
か
ず
、
中
途
半
端
な
県

民
性
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
社

会
の
モ
ラ
ル
を
身
に
付
か
せ
、
非
行
を
防

止
す
る
た
め
に
も
、
大
人
自
身
が
自
ら
反

省
し
、
地
域
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

那
珂
川
で
シ
マ
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

　
　
　
　
　

鮎
釣
り
選
手
権
大
会

　

２
０
０
７
シ
マ
ノ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

鮎
釣
り
選
手
権
大
会
の
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル

東
日
本
大
会
が
７
月
28
日
、
那
珂
川
の
新

那
珂
橋
付
近
で
行
わ
れ
、
地
区
大
会
を
制

し
た
55
名
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
２
試
合
の
合
計
匹
数
と
占
有
率

で
競
い
、
関
東
大
会
を
勝
ち
進
ん
で
出
場

し
た
小
室
伸
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
）
が
27

匹
を
釣
っ
て
、
占
有
率
22
・
59
の
勝
点
26

 

・
５
で
、
み
ご
と
優
勝
し
ま
し
た
。
優
勝

し
た
小
室
さ
ん
に
は
、
川
崎
町
長
か
ら
コ

シ
ヒ
カ
リ
20
㎏
の
米
俵
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
２
０
０
７
年
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

決
め
る
全
国
大
会
は
９
月
１
日
・
２
日
に

島
根
県
の
高
津
川
で
行
わ
れ
、
上
位
入
賞

し
た
６
名
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

㈱
吉
野
工
業
所
な
ど
が
道
路
の
ご
み
拾
い

　

㈱
吉
野
工
業
所
の
派
遣
会
社
、
㈱
キ
ャ

リ
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
ご
ろ
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
那
珂
川
町
に
貢
献
し
よ

う
と
７
月
29
日
、国
道
２
９
３
号
、２
９
４

号
な
ど
の
清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
、
吉
野
工
業
所
第
２
工
場
に

社
員
約
70
名
が
集
合
。
星
ジ
ャ
パ
ン
元
気

づ
く
り
代
表
は
「
こ
れ
か
ら
も
若
い
人
た

ち
を
巻
き
込
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。「
俺
た
ち

最
高
、
き
れ
い
に
す
る
ぞ
」
な
ど
と
気
勢

を
上
げ
、
15
名
～
17
名
の
グ
ル
ー
プ
４
班

編
成
に
よ
り
、
約
２
時
間
半
、
国
道
な
ど

の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
を
計
画
し
た
増
田
剛
宇
都
宮

事
業
所
長
は
「
今
回
、
初
め
て
の
試
み
で

す
が
、
毎
年
恒
例
に
し
て
い
き
た
い
。
そ

し
て
、
地
元
住
民
と
一
緒
に
実
施
し
、
交

流
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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よ
り
良
い
眠
り
の
た
め
の
環
境

光
…
寝
室
の
明
る
さ
は
、
お
ぼ
ろ

　

げ
に
も
の
の
形
が
見
え
る
光
が

　

良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

自
分
に
と
っ
て
一
番
眠
り
や
す

　

い
と
思
え
る
明
る
さ
を
探
し
て

　

み
ま
し
ょ
う
。

音
…
夜
間
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
物

　

音
で
も
寝
つ
け
な
い
原
因
に
な

　

り
ま
す
。外
か
ら
の
騒
音
に
は
、

　

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
２
重
サ
ッ

　

シ
な
ど
で
防
音
対
策
を
と
り
ま

　

し
ょ
う
。

温
度
・
湿
度
…
夏
は
温
度
が
25
℃
、

　

湿
度
は
50
％
が
理
想
で
す
。
エ

　

ア
コ
ン
な
ど
の
設
定
は
25
～
28

　

℃
が
目
安
で
す
。

良
い
眠
り
の
た
め
の
寝
具
条
件

　

ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
は
、
快

適
な
寝
具
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で

す
。
一
般
に
、
柔
ら
か
く
軽
い
掛

布
団
、適
度
な
固
さ
の
敷
き
布
団
、

ほ
ど
よ
い
高
さ
の
枕
が
良
い
寝
具

の
条
件
で
す
。

②
刺
激
物
を
避
け
、
寝
る
前
に
は

　

自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
を

　

カ
フ
ェ
イ
ン
の
覚
醒
作
用
は
摂

取
後
30
～
40
分
後
か
ら
表
れ
、
４

～
５
時
間
持
続
し
ま
す
。
寝
る
４

時
間
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
や
１

時
間
前
の
喫
煙
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
軽
い
読
書
、
音
楽
、
ぬ
る
め

の
入
浴
、
香
り
等
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
し
ょ
う
。

　
③
就
床
時
刻
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、

　

眠
く
な
っ
て
か
ら
床
に
つ
く

　

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭

を
さ
え
さ
せ
、
寝
つ
き
を
悪
く
し

ま
す
。

④
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

　

早
寝
早
起
き
で
な
く
、
早
起
き

が
早
寝
に
通
じ
る
の
で
す
。
休
日

に
だ
ら
だ
ら
と
床
で
過
ご
す
と
、

次
の
朝
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

⑤
昼
寝
を
す
る
な
ら
午
後
３
時
前

　

の
20
～
30
分
間

　

長
い
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
夕
方
以
降

の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
影
響
し
ま

す
。

快
適
な
睡
眠
で

　
　

心
身
と
も
に
健
康
に
！

　

朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
眠
れ
、さ
わ
や

か
に
目
覚
め
ら
れ
れ
ば
、１
日
の
始

ま
り
が
と
て
も
充
実
し
ま
す
。

　

現
代
社
会
の
中
で
、
睡
眠
に
悩

み
を
も
つ
人
は
５
人
に
１
人
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
、
快
適
に
睡
眠
を
と

る
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

快
適
な
睡
眠
の
た
め
の
ヒ
ン
ト

①
日
中
眠
気
で
困
ら
な
け
れ
ば
睡

　

眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
良
い

　

成
人
の
場
合
６
～
７
時
間
が
睡

眠
充
足
の
目
安
で
す
。
年
を
と
る

と
必
要
な
睡
眠

時
間
が
短
く
な

り
、
70
歳
を
超

え
る
と
平
均
６

時
間
弱
で
す
。

　

本
校
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
は
、

学
校
教
育
に
理
解
が
深
く
、
子
ど

も
た
ち
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に

熱
心
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

の
自
然
環
境
や
地
域
、
社
会
の
協

力
体
制
を
生
か
し
て
、
ふ
れ
合
い

を
深
め
な
が
ら
豊
か
な
心
を
育
も

う
と
す
る
の
が
、
本
校
教
育
の
特

色
で
す
。

  

５
月
に
は
、
入
郷
の
鈴
木
欣
市

お
い
し
い
お
米
が
と
れ
る
よ
う
、

看
板
を
立
て
ま
し
た
。
秋
に
は
稲

穂
が
実
り
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る

こ
と
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

  

７
月
に
は
、
１
人
１
鉢
運
動
の

「
菊
づ
く
り
」を
仲
丸
の
齋
藤
泰
氏

か
ら
植
え
方
の
注
意
や
説

明
を
聞
き
、
植
え
付
け
ま

し
た
。
夏
休
み
は
自
宅
に

持
ち
帰
り
、
２
学
期
は
学

校
で
大
輪
の
花
が
咲
く
よ

う
、
心
を
込
め
て
世
話
を

し
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
勤

労
の
尊
さ
や
感
謝
の
念
、

ふ
れ
合
い
の
大
切
さ
、
助

け
合
い
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
有
意
義
な
活
動

で
し
た
。

谷川小学校から

氏
の
水
田
で
、
恒
例

の
全
校
生
に
よ
る
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
生
は
１
年
生
の

面
倒
を
見
な
が
ら
、

全
校
生
が
家
族
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中

で
、
充
実
し
た
活
動

が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
田
植
え
終
了
後
、
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
宜
永
／
著
（
講
談
社
）

　

55
才
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
。
新
し
い
人
生
は
、
そ
こ
か
ら

始
ま
っ
た
。
リ
ス
ト
ラ
の
恐
怖
、
夫
婦
の
危
機
、
家
族
の

崩
壊
、
肉
体
の
衰
え
…
。
悩
み
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
ま
だ

未
来
は
開
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　

転
換
期
を
迎
え
た
男
た
ち
の
、
心
の
惑
い
が
描
か
れ

た
、
渾
身
の
長
編
小
説
で
す
。

◇
『
大
江
健
三
郎　

作
家
自
身
を
語
る
』　

大
江
健
三
郎
／
著
（
新
潮
社
）　
　

◇
『
新
帝
都
物
語
』　

荒
俣
宏
／
著
（
角
川
書
店
）

◇
『
獣
医
か
ら
も
ら
っ
た
薬
が
わ
か
る
本
』　

浅
野
隆
司
／
監
修
（
世
界
文
化
社
）

◇
『
逆
立
ち
日
本
論
』　

養
老
孟
司
・
内
田
樹
／
著
（
新
潮
社
）

◇
『
つ
め
た
く
て
あ
ま
い
お
菓
子
』　

黒
川
愉
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）　

◇
『
緑
の
模
様
画
』　

高
楼
方
子
／
著
（
福
音
館
書
店
）

◇
『
国
際
協
力
の
現
場
か
ら
』　

山
本
一
巳
・
山
形
辰
史
／
著
（
岩
波
書
店
）

◇
『
虫
の
こ
ど
も
た
ち
』　

新
開
孝
／
写
真･

文
（
福
音
館
書
店
）

◇
『
ト
ウ
ー
ト
レ
イ
ン
ズ
』　

魚
住
直
子
／
著
（
学
習
研
究
社
）

◇
『
イ
ル
カ･

ク
ジ
ラ
大
図
鑑
』　

中
村
庸
夫
／
監
修
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
美
人
／
著
（
角
川
書
店
）

　

法
医
学
教
室
の
助
教
授
・
神
ヒ
カ
ル
は
、
監
察
医
務
院
で

外
国
人
グ
ル
ー
プ
に
襲
わ
れ
た
。
次
々
と
犠
牲
者
が
発
生
す

る
な
か
襲
撃
犯
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
解
剖
室
に
運
ば
れ
た
女

性
国
際
ス
パ
イ
と
判
明
。
そ
の
死
体
に
あ
る
秘
密
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。
襲
撃
犯
の
真
の
目
的
と
は
い
っ
た
い
何
な

の
か
。
第
27
回
横
溝
正
史
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
受
賞
作
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

『
ロ
ス
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
』

　
　
　
　
　
　

松
谷
み
よ
子
／
文
・
木
内
達
朗
／
絵
（
講
談
社
）

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
、
爆
心
地
よ
り
1.8
キ
ロ
の
地
点
で
１
台

の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
被
爆
し
ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
62
年
、
ピ
ア
ノ
は
今
も
音
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

広
島
原
爆
を
書
い
た
『
二
人
の
イ
ー
ダ
』
に
は
じ
ま
り
、
長
年
に

わ
た
っ
て
戦
争
を
見
つ
め
て
き
た
著
者
が
書
き
下
ろ
し
た
、
平
和

へ
の
確
か
な
願
い
が
こ
め
ら
れ
た
作
品
で
す
。

『
ミ
サ
コ
の
被
爆
ピ
ア
ノ
』 那珂川町

図書館

『
戦
力
外
通
告
』

俳　

句

味
噌
汁
の
青
き
香
り
や
淡
竹
の
子　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

塚
原　
　

廣

夕
立
に
追
は
れ
軒
先
借
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

芳
輝

蓮
の
花
夢
の
ご
と
く
に
開
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

大
金　

キ
ヌ

空
魚
篭
に
木
苺
摘
み
し
那
須
野
か
な　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

永
森　

悦
子

虹
の
環
の
中
に
大
河
の
橋
か
か
る　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

国
安　
　

薫

一
介
の
農
夫
た
る
父
冷
奴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

和
泉
す
み
を

村
お
こ
し
の
蛍
飛
び
交
ふ
校
舎
跡
に
楽
高
鳴
り
て
夜
を
に
ぎ
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

見　
　
　

小
高　

歌
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
車
よ
り
手
を
振
る
媼
見
ゆ
会
釈
返
し
て
挙
手
の
礼
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　

佐
藤　
　

茂

日
常
の
匂
ひ
な
き
歌
詠
み
た
し
と
言
ひ
し
こ
と
あ
り
今
は
思
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

松
原　

幸
雄

紙
に
折
り
し
鍋
敷
二
つ
届
き
た
り
元
気
で
施
設
に
暮
す
と
あ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

佐
藤
佳
久
子

熟
れ
麦
の
広
き
畑
に
風
た
ち
て
穂
波
潮う
し
おの
ご
と
く
満
ち
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　

塚
原　

タ
イ

見
下
ろ
せ
ば
五
稜
郭
跡
鮮
や
か
な
星
の
輪
郭
天
に
真
向
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

古
沢　
　

実

　
　普

段
着
も
美
人
が
着
れ
ば
高
く
見
え　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

楽
し
み
な
明
日
へ
雨
も
唄
っ
て
る　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

受
粉
し
た
西
瓜
へ
食
べ
る
日
を
数
え　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

来
春
は
ひ
孫
の
顔
が
見
ら
れ
そ
う　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

収
穫
へ
労
を
惜
し
ま
ず
流
す
汗　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

郡
司　

正
幸

短　

歌

川　

柳
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那珂川町成人式スタッフ募集

　那珂川町教育委員会では、平成20
年１月に行われる成人式の企画・運
営に携わる新成人者のボランティ
ア・スタッフを募集します。
対象　町内に在住し、来年１月に成
人式を迎える方（昭和62年４月２日
～昭和63年４月１日生まれの方）
内容　受付、式典ピアノ伴奏、式典
司会進行、成人者代表謝辞など
募集人数　若干名
応募要件　打ち合わせ会議（３回程
度）及び当日の式典に参加できる方
応募期限　９月28日（金）
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　☎0287－92－2897
その他　成人式は、平成20年１月13
日（日）午前10時から小川総合福祉
センターあじさいホールで開催の予
定です。

第２回町民ハイキング

期日　９月30日（日）
場所　日光方面（予定）
募集人員　50名
　※定員になり次第締め切ります。
参加資格　小学生以上
参加費　大人3,000円
　　　　小人2,000円（中学生以下）
申し込み　９月14日（金）までに総
合体育館または小川公民館へ
問い合わせ　総合体育館
　　　　　　☎0287－92－5611

南那須地区音楽祭
出演団体募集

　一般の部の出演者を募集します。
開催日時　10月５日（金）
開催場所　那珂川町総合体育館
対象者　南那須地区内に在住、また
は南那須地区に所在する事業所に勤
務する者
出場規定  ①合唱（時間５分以内）、

②合奏（時間８分以内）
※それぞれ、曲目及び人数は自由
申し込み・問い合わせ

生涯学習課　☎0287－92－2897

第30回栃木県少年の主張発表
南那須地区大会のご案内

日時　９月12日（水）
　　　午後１時30分～４時
会場　小川総合福祉センター　あじ
さいホール
内容　那珂川町、那須烏山市の各中
学校の代表１名の生徒が日常生活の
中で感じた、心からの思いや考えたこ
と、感銘を受けたことを発表します。
申込方法　９月６日（木）までに電
話でお申し込み下さい。
申し込み･問い合わせ 栃木県烏山健
康福祉センター　☎0287－82－2231

広重美術館無料開放のご案内

　ただいま企画展「保永堂東海道か
ら竪絵東海道」後期を開催中。帰省
されたご家族と、ゆったり東海道の
旅風景を味わってみませんか。
無料開放日　８月14日（火）
開館時間　午前９時30分～午後５時
※ただし、入館は午後４時30分まで
その他　町外者も無料です。
問い合わせ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎0287－92－1199

馬頭広重美術館ワークショップ
けしごむハンコの会
―ブックカバー編―

　手軽に彫れる消しゴムハンコを使
って、お気に入りの文庫本にぴった
りのオリジナルブックカバーを作り
ませんか？
日時　８月26日（日）
　　　午後１時30分～
場所　広重美術館視聴覚研修室
参加費　（材料費）1,000円
必要なもの　デザイン（こちらでも用
意いたします）、お気に入りの文庫本
定員　15名（申し込み先着順）

申し込み締切り　８月19日（日）
問い合わせ　馬頭広重美術館
　☎0287－92－1199　担当　津田

栃木県男女共同参画
地域推進員を募集します！

　男女共同参画の推進と女性問題の
課題解決を図るため、男女共同参画
推進の担い手として、地域において
活動している方や、興味・関心のあ
る方を募集します。
主な役割

・地域活動に参加し、男女共同参画
　に関する普及啓発を行う。
・女性問題の課題解決
・ボランティアとして自主的な活動
　を行う。
申し込み締切り　８月30日（木）
申し込み・問い合わせ　
生涯学習課　☎0287－92－2897

やっぱり木が好き！　　　　
　　　もくもくまつり２００７
～ろまんちっく村で木と遊ぼう！～

　「木」と遊び、接することで
「木」や「緑」を大切にする心を養
い、県産材の需要拡大を図るため
「とちぎ木材フェスティバル」を開
催します。
日時　９月30日（日）
　　　午前９時30分～午後４時
場所　ろまんちっく村いこいの広場
　　　（宇都宮市新里町丙254）
催し物　チェンソーカービングショ
ー、親子丸太切り、苗木等の無料配
布、木のボウリング大会、木材に関
する体験コーナー及びパネル展示等
問い合わせ　とちぎ木材フェスティ
バル実行委員会（栃木県木材業共同
組合連合会）☎028－652－3687

手
作
り
の
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
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南那須地区広域行政事務組合立
那須南病院職員募集案内

　平成20年４月１日付採用職員を募
集します。
○看護師、准看護師　　　　　５名

応募資格等　平成20年３月に卒業見
込みの方で当該免許（資格）の取得
を見込まれている方または既に取得
されている方
○臨床検査技士　　　　　　　１名

応募資格等　昭和57年４月２日以降
に生まれた方で当該免許（資格）を
既に取得されている方（平成20年３
月に卒業見込みの方で当該免許の取
得が見込まれる方も含む）
○社会福祉士　　　　　　　　１名

応募資格等　昭和47年４月２日以降
に生まれた方で当該免許（資格）を
既に取得されている方（平成20年３
月に卒業見込みの方で当該免許の取
得が見込まれる方も含む）
提出書類等

①履歴書（学校指定用紙または市販
　されている用紙を用いて下さい）
②卒業（見込み）証明書
　※卒業見込者のみ
③成績証明書　※卒業見込者のみ
④免許証の写し※免許の既得者のみ
⑤返信用封筒（80円切手を貼付し、
　返信先を明記して下さい）
応募期間　９月10日～９月25日
※郵送の場合は９月25日の消印有効
採用試験の方法　作文及び面接試験
採用試験の期日及び場所　応募者に
直接通知します。
応募･問い合わせ先　南那須地区広域
行政事務組合立那須南病院「総務課」
《〒321－0621　栃木県那須烏山市
中央３丁目２番13号》
☎0287－84－3911（代）
ホームページアドレス
http: //www.nasuminami-hosp.kara
suyama.tochigi.jp

那須南病院小児科
診療再開のお知らせ

　平成18年12月末で休止していた小
児科診療を８月２日から再開しま
す。勤務する医師は１名です。外来
診療体制は次のとおりです。
　なお、休日・夜間は当直医（小児
科医以外）が診療しますので、急病
以外は小児科の診療時間内に受診さ
れるようお願いします。
受付時間　
　午前８時30分～午前11時30分
　午後１時30分～午後３時30分
診療日等

・水曜日は休診
・月曜日午後（※1）の診療は特殊外来
・木曜日午後（※2）の診療は予防接種
等のため隔週となります。予防接種
を希望する方は予約が必要です。
問い合わせ　那須南病院
　　　　　　☎0287－84－3911

とちぎリハビリテーションセンター
知的障害者巡回更生相談のご案内

日時　９月14日（金） 午前10時～
会場　烏山公民館
　　（那須烏山市中央２－13－８）
内容　療育手帳の再判定
　　　その他生活相談等
その他　事前に予約申し込みが必
要、定員（10名程度）になり次第締
め切ります。
問い合わせ・予約申し込み

健康福祉課社会福祉係　☎0287－92
－1119　支所健康福祉課社会福祉係
☎0287－96 －2115

荒川せせらぎウォークin那須烏山
参加者募集

　荒川南部土地改良区（那須烏山
市）では、21世紀土地改良区創造運
動の一環として、農業と郷土に伝承

される歴史を訪ね、自然の豊かさに
触れるウォーキングを開催します。
開催日時　10月13日（土）
　　　　　午前８時45分集合　
コース

小塙駅（午前９時10分出発）～猿久
保田んぼ公園～森田揚水機場～弁天
様大イチョウ～龍門の滝（全行程
7.1km、午後０時30分解散予定）
募集人員　100名程度（小学生以下
は保護者同伴で申し込むこと）
参加費　３歳以上１名につき、300円
（飲物・保険料含む。当日受付で徴収
申し込み　９月10日（月）までに参
加者の住所・氏名・年齢・性別・連
絡先・参加交通手段（ＪＲ・自家用
車の別）、及びグループでの参加の
場合は代表者の氏名を明記して申し
込む。
申し込み先　栃木県21世紀土地改良
区創造運動推進本部（水土里ネット
とちぎ企画指導課）☎028－660－
5706　FAX028－660－5729
問い合わせ　荒川南部土地改良区
　　　　　　☎0287－88－7599

とちぎ難病相談支援センター
医療相談のご案内

　専門医等による医療相談を開催し
ます。お気軽にご利用ください。
対象疾患：循環器系

　・肥大型心筋症・特発性拡張型
　　（うっ血型）心筋症
　・拘束型心筋症・ミトコンドリア病
　・ライソゾーム病（ファブリー病）
　・家族性突然死症候群
日時　９月21日（金）午後１時～４時
場所　とちぎリハビリテーションセ
ンター内　相談室
担当医師　独協医科大学病院（循環
器内科）堀中繁夫医師
その他　予約が必要です。
問い合わせ　とちぎ難病相談支援セ
ンター　☎028－623－6113
（月～金　午前10時～12時／午後１
　時～４時）

月 火 水 木 金
午 前 ○ ○ ○ ○
午 後 ※ 1 ○ ※ 2 ○

）
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発掘調査作業員の募集

勤務地　森
もりうら

後遺跡（さくら市鹿子畑
地内、国道293号沿い江川東岸）
作業内容　遺跡の発掘調査（スコッ
プ、鋤簾、手シャベルで土を掘る仕
事、簡単な測量とその補助）
採用条件　18～69歳までの健康な方
　　　　　（高校生は除く）
調査期間　９月30日まで
勤務日　月～金曜日（原則として
土・日曜、第３金曜日、祝日は休日）
※月13日以内の勤務とします。
勤務時間　午前８時45分～午後４時
30分（午前10時15分～30分、正午～
午後１時15分、午後２時45分～３時
が休憩時間）
日当　5,170円（半日当2,585円）
問い合わせ（財）とちぎ生涯学習文
化財団　埋蔵文化財センター　森後
遺跡発掘調査詰所　携帯電話090－
8872－9759（担当：塚本、板橋）

団塊の世代創業支援セミナーのご案内

期日及び会場

○大田原会場　９月29日（土）午後
　１時30分～「いわいや」
○宇都宮会場　10月７日（日）午後
　１時30分～「ホテル東日本宇都宮」
○栃木会場　10月20日（土）午後１
　時30分～「サンプラザ」
対象者　団塊世代の退職者を含む創
業に関心のある方または創業希望者
内容　①講演（講師：山本コウタロ
ー氏）、②パネルディスカッション
（白鷗大学教授：高橋浩夫氏）、③
個別相談会
定員　100名（先着受付順）
参加料　無料
申し込み　氏名、連絡先、希望会場
名を記入のうえ、FAX（028－635
－2302）で申し込む。
問い合わせ　栃木県中小企業団体中
央会経営支援課　☎028－635－2300

再就職希望者支援事業のご案内

対象者　妊娠・出産・育児または介
護を理由として退職した方で、再就
職を希望される方
事業内容　再就職準備セミナー（託
児付き）の開催、個別相談の実施、
再就職に役立つ情報誌の送付（年３
回）、再チャレンジサポートプログ
ラム（交流会、職場体験講習会等）
の実施
その他　登録料や各種セミナー等へ
の参加料はすべて無料
問い合わせ

財団法人21世紀職業財団栃木事務所
☎028－643－3220
（財）21世紀職業財団ホームページ
http://www.jiwe.or.jp
再就職サポートサイト
http://www.saisyuusyokusupport.jp

きのこ・山菜料理コンクール作品募集

　風味豊かな栃木県産きのこ・山菜
を利用した料理を募集します。
応募条件　
①きのこは、生・乾燥しいたけ、ひ
　らたけ、ぶなしめじ、なめこ、ま
　いたけ、くりたけ、エリンギの８
　種類を主要材料とすること
②山菜は、わさび、こごみ、たらの
　芽、さんしょ、ふき、しどき、み
　ずな、みょうが、わらび等を主要
　材料とすること
③１作品（4人分）の材料費は2,000円
　以内であること
④１時間以内で料理できること（乾
　燥食材をもどす時間は除く）
⑤応募は１人１作品
応募対象者　
①ジュニアの部（中学生以下）
②一般の部（高校生以上）
応募方法　応募票もしくはＡ４版用
紙に必要事項を記入のうえ、作品の
カラー写真（裏面に氏名、作品名を

記入）を添えて応募する。
応募票は下記ホームページからダウ
ンロードできます。
応募締切り　9月5日（当日消印有効）
選考方法　書類審査により、上位８
点を選考し、10月16日に宇都宮市内の
会場にて実際に料理してもらい最終審
査とする。優秀なきのこ料理（１点）
については、全国大会に推薦する。
その他　応募作品については、主催
者が一切の権利を取得する。応募者
全員に風味豊かな本県産きのこをお
送りします。応募条件・応募方法の
詳細は、お問い合わせのうえ、ご確
認下さい。
応募・問い合わせ先

〒320－8501　宇都宮市塙田1－1－
20　栃木県環境森林部林業振興課林
業担い手担当　☎028－623－3278　
FAX028－623－3278
ホームページアドレス　http://pref.tochigi.jo/
work/ringyou/tokuyou/03_kinoko_con.htlm

能力開発コース受講生募集
（離転職者・若年者対象）

　栃木県立県北高等産業技術学校で
は、再就職を促進するため、下記の
コースを実施したします。
受講対象者　公共職業安定所に求職
登録をされている方
コース名　福祉サービス科（ホーム
ヘルパー２級の資格取得）
①離転職者対象（定員15名）：訓練期
間10月２日～12月26日（３ヵ月間）
②若年者対象（定員５名）：訓練期間
10月２日～１月31日（４ヵ月間）
訓練時間　午前９時30分～午後４時
30分（６時間）
訓練実施場所　学校法人ＴＢＣ学院
国際自動車・ビューティ専門学校
（大田原市紫塚2－2609－2）
募集期限　９月６日
選考試験日　９月13日
応募方法　お近くの公共職業安定所
問い合わせ　栃木県立県北高等産業
技術学校　☎0287－64－5454
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栃木県障害者文化祭参加者募集

期日　11月９日（金）、10日（土）
会場　宇都宮市文化会館ほか
参加資格　在宅の障害者（施設、学
校利用者は利用先で申し込むこと）
募集内容　
・絵画、文芸、書道、写真などの展示
・演劇、音楽などの発表
・カラオケ大会への参加
募集締切　８月24日（金）
申し込み・問い合わせ

健康福祉課社会福祉係　☎0287－92
－1119　支所健康福祉課社会福祉係
☎0287－96－2115
※栃木県公式ホームページアドレス
http://www.pref.tochigi.jp/

平成19年度行政書士試験のご案内

試験期日　11月11日（日）
　　　　　午後１時～４時
試験会場　宇都宮大学峰キャンパス
　　　　 （宇都宮市峰町350番地）
願書配布方法

①郵送での配布　８月31日までに必
　着で140円切手を貼った、あて先
　明記の返信用（角２号）を同封の
　上、封筒の表に「願書請求」と朱
　書きし、財団法人行政書士試験研
　究センター（〒100－8779　東京
　中央郵便局留）に郵送で請求して
　ください。
②窓口での配布　９月７日までに財
　団法人行政書士試験研究センター
　の窓口で配布します。

受験申し込み

①郵送による場合
　受付期限 　9月7日（当日消印有効
　受付場所　財団法人行政書士試験
　研究センターへ配達記録郵便で郵
　送（あて先は願書に添付された封
　筒に印刷されています）
②インターネットによる場合
　受付期間　９月４日午後５時まで
　受付方法　財団法人行政書士試験
　研究センターのホームページ（http:
　//gyousei-shiken.or.jp）からイン
　ターネット出願画面に接続し、画
　面項目に従って必要事項を漏れな
　く入力してください。
受験手数料　7,000円
※インターネットにより申し込む場
　合は、申込者本人名義のクレジッ
　トカード（VISA、Master及び
　UC）による決済のみとなります。
合格発表　平成20年１月28日
問い合わせ

財団法人行政書士試験研究センター
　　　　　　　　☎03－5251－5600
栃木県経営管理部文書学事課法規担当
　　　　　　　　☎028－623－2067

国際ロータリー第2550地区
１年交換学生募集

　国際ロータリー青少年交換プログ
ラムに基づき、高校生に海外生活を
通して国際理解と友情の意義を修得
させるために、交換留学生を募集し
ます。外国の文化、言語、歴史、教
育などを学べる絶好の機会です。あ
なたもロータリーの親善大使として
活躍してみませんか。
派遣国　米国、カナダ、フランス、
ブラジル、タイ、台湾等
期間　2008年８月～2009年７月
人員　８名（栃木県全体）
費用　留学中の生活費、学費、毎月
１万円程度の小遣いは全て派遣先の
ロータリークラブが負担します。
（往復航空運賃、渡航手続き費、保険
料、研修費等は個人負担となります）

応募資格　栃木県内居住または県内
高校に在学し、日本国籍を有する高
校１年生及び２年生。保護者承諾、
学校長と地元ロータリークラブの推
薦が得られる学生
締め切り　９月30日（日）
選考試験　10月14日（日）
申し込み・問い合わせ

国際ロータリー第2550地区国際奉仕
委員会内　青少年交換委員　和気勝
利（県北担当）☎0287－62－0357
Email:wakeka@aqua.ocn.ne.jp

終戦当時の海外引揚者やそのご家族の
方々へ通貨・証券などをお返しします

　税関では、海外からの引揚げの際
お預かりした次の通貨・証券などを
お返ししています。
○終戦後、外地から引揚げて来られ
　た方が外地の集結地において、総
　領事館などに預けられた証券など
　のうち日本に送還されたもの
○上陸地の税関、海運局に預けられ
　た通貨・証券など
　返還の申し出は、預けられた方ご
本人はもとより、ご家族の方でも結
構ですのでお問い合わせください。
問い合わせ　横浜税関宇都宮出張所
　　　　　　☎028－632－5033

パーキンソン病の医療生活相談会

　最新の治療や薬についてのお話で
す。是非、ご参加ください。
日時　９月４日（火）午後２時～４時
会場　栃木県南那須庁舎第３別館　
　　　101会議室
内容　講演「パーキンソン病とその
治療（仮題）」講師　自治医科大学
附属病院（神経内科）滑川道人医師
対象　パーキンソン病関連疾患のご
本人やご家族の方
申込期限　８月31日（火）
申し込み･問い合わせ 栃木県烏山健
康福祉センター保健衛生課　☎0287
－82－2231（担当：古口・大島）

　障害者基本法に基づく「那珂川
町障害者計画」と障害者自立支援
法に基づく「那珂川町障害福祉計
画」を策定しました。町のホーム
ページや役場健康福祉課窓口でご
覧になれます。
ホームページアドレス
h t t p : // www . t o w n . t o c h i g i -

nakagawa.lg.jp

）
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・９月８日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアが昔ばなしの
　絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★オセロ大会
・８月17日（金）午前９：３０～
　さて、今回の勝負の行方は？
　オセロの好きな子待ってます。
　参加賞あります。

★工作教室

「児童館」
8月16日～9月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・９月 5 日（水）午前10：30～
・９月19日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

婦人ボランティアのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会
・９月1日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★夏休み自由工作
・８月20日（月）～24日（金）　
　児童館にある材料を使って自由に工作しよう。
　材料の持ち込みもOKです。
　夏休みの作品も作ってみませんか？

★敬老の日のプレゼント作り
・９月９日（日）　第１回　午前9：30～　
　　　　　　　　　第２回　午後1：30～
　おじいちゃんおばあちゃんへ
　心をこめてプレゼントをつくりましょう。
　参加申し込み　９月７日（金）まで
　材料費　100円

・８月22日（水）午前10：00～
　楽しく遊べるおもちゃを作ろう。
　参加申し込み　８月20日（月）まで
　参加費　無料

★なかよしひろば
・９月13日（木）午前10：00～
　絵の具遊びをしよう。
　参加申し込み　９月９日（日）まで
　参加費　50円（おやつ代）
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・９月12日（水）午後1：30～
　テキスト「窓ぎわのトットちゃん」黒柳 徹子／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

※ 麦わらで、いろんな動物がつくれます。
・８月26日（日）午前9：00～
・場　　所　馬頭図書館　視聴覚室
・講　　師　関根 理夫 先生
・対　　象　小学生
・参加人数　20名（先着順）
・参 加 費　無料
・申し込み　馬頭図書館　☎0287- 92-5015

夏休み工作教室　「麦わらで作ろう」



1819 広報なかがわ　平成19年８月10日広報なかがわ　平成19年８月10日

8月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 9,943 人  （－ ５ ）
 　女　　10,001 人  （－ ３ ）
 　計　　19,944 人  （－ ８ ）
 世帯数　  5,986　    （＋ ２ ）

（　）内は前月との比較
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の
石
材
を
鰹

か
つ
お
ぶ
し節

の
よ
う
な
形
に
加
工
し
、
紐ひ
も

を
通
す

孔あ
な

が
あ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
那
須

地
方
に
は
新
潟
県
姫
川
流
域
産
の
翡

翠
が
運
ば
れ
ま
し
た
。
那
須
地
方
は

良
質
の
硬
玉
製
大
珠
が
出
土
す
る
地

域
と
し
て
も
知
ら
れ
、
古
館
遺
跡
、

岡
平
遺
跡
、
浄
法
寺
遺
跡
で
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
に
し
た
人

物
は
、
権
威
の
象
徴
、
呪
術
・
信
仰

の
対
象
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

古
墳
時
代
（
約
１
７
０
０
～
１
３

０
０
年
前
）に
な
る
と
、各
地
に
巨
大

な
古
墳
を
築
造
し
た
豪
族
た
ち
は
、

死
後
も
そ
の
権
力
を
誇
示
す
る
か
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

で
飾
ら
れ
て
葬
ら
れ
ま
し
た
。
古
墳

に
は
、
死
者
が
生
前
に
愛
用
し
て
い

た
も
の
や
葬
送
儀
礼
で
使
用
し
た
も

の
、冥め

い
か
い界

で
の
生
活
用
品
、権
威
や
呪

力
を
あ
ら
わ
す
も
の
な
ど
が
死
者
と

と
も
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
副
葬
品
と
い
い
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー

も
そ
の
１
つ
で
す
。

　

関
東
地
方
で
も
最
古
と
い
わ
れ
る

駒
形
大
塚
古
墳
か
ら
は
、
ガ
ラ
ス

製
小
玉
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ガ
ラ

ス
は
、
弥
生
時
代
（
約
２
３
０
０
～

１
７
０
０
年
前
）
に
中
国
の
漢
と
い

う
国
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
古
墳
時

代
に
は
ガ
ラ
ス
は
ま
だ
高
級
品
で
、

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
権

力
を
も
っ
た
ご
く
少
数
の
人
だ
け
で

し
た
。

　

古
墳
時
代
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
、

新
た
な
石
材
と
し
て
滑
石
が
利
用
さ

れ
ま
す
。
滑
石
は
、
他
の
材
質
の
も

の
と
ち
が
っ
て
軟
質
で
加
工
し
や
す

い
と
い
う
利
点
か
ら
、
大
量
生
産
に

適
し
て
い
ま
す
。谷
田
１
号
墳
に
は
、

こ
の
滑
石
を
利
用
し
た
玉
が
副
葬
さ

れ
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
、

耳
飾
り
、
首
飾
り
な
ど
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
は
爆
発
的
に
普
及
し
、
幅
広
い

階
級
の
人
々
に
ま
で
広
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
に
築
造
さ
れ
た
川
崎

古
墳
、北
向
田
７
号
墳
、三
枚
畑
２
号

墳
な
ど
か
ら
耳
環
や
勾ま

が
た
ま玉

、
ガ
ラ
ス

製
小
玉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
サ

リ
ー
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
、
１
０
０
０

年
以
上
経
っ
た
今
で
も
そ
の
美
し
さ

を
保
ち
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
き
ら
び
や
か
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

身
に
つ
け
た
と
き
の
人
々
の
感
激
は

ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

展
示
会
は
、
９
月
２
日
ま
で
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
古
墳
時
代

に
使
わ
れ
て
い
た
物
を
目
に
し
、
当

時
の
文
化
に
思
い
を
馳は

せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に

是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

秋
谷　

沙
織
）

古墳時代のアクセサリー「北向田 7 号墳」

う
ぶ
ご
え

お
く
や
み

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

神
岡　

煌き
ら

斗と　

一　

史 

　
　
　
　
　
　

恵　

美　

馬　

頭

薄
井　
　

藍ら
ん　

正　

美

　
　
　
　
　
　

美　

季　

馬　

頭

五
味
渕
大だ
い

樹き　

一　

矢

　
　
　
　
　
　

み
ど
り　

馬　

頭

岡　
　

智と
も

也や　

忠　

幸

　
　
　
　
　
　

久
美
子　

盛　

泉

吉
田　

澪れ
い

來ら　

和　

弘

　
　
　
　
　
　

絵
美
子　

小　

川

江
口　

陽ひ
な
た向　

正　

美

　
　
　
　
　
　

真　

理　

小　

川

平
成
19
年
６
月
21
日
～

　

平
成
19
年
７
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

竹
熊　

文
治
（
93
）　　

馬　

頭

五
月
女
淳
一
（
77
）　　

馬　

頭

大
金　

キ
イ
（
91
）　　

馬　

頭

大
金　

キ
ノ
（
96
）　　

馬　

頭

小
嶋　

⻆
一
（
80
）　　

馬　

頭

笹
沼　

ミ
サ
（
79
）　　

健　

武

小
口　
　

務
（
73
）　　

久
那
瀬

岡　

ツ
ヤ
子
（
69
）　　

盛　

泉

藤
田　

モ
ト
（
86
）　　

谷　

川

笠
井　

孝
子
（
86
）　　

大
那
地

佐
藤　

和
郎
（
77
）　　

小　

川

薄
井　

義
男
（
55
）　　

小　

川

深
澤
峯
三
郎
（
86
）　　

小　

川

冨
田　

ヨ
シ
（
90
）　　

小　

川

星　
　

カ
ネ
（
94
）　　

谷　

田
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企　画　展

第23回

ミニ
ギャラリー

神
無
月
の
彩　

岡 

典
子
さ
ん（
北
向
田
）

2007はな･花写真展
　馬頭広重美術館視聴覚研修
室ギャラリーで７月31日～８
月12日まで開催されている

「2007 はな・花写真展」。
　 県 内 の 写 真 愛 好 家 な ど
111人が出品された作品の中
から、那珂川町出身のお二方
の作品をご紹介します。

想
い　

和
泉
一
雄
さ
ん
（
小
川
）

依頼主が絵師
に注文した作
品です。満開
の桜花の下で
振り袖姿に笠
を被

かぶ

った若い
女性と手

て

拭
ぬぐ

い
を姉さん被り
にした年

と し ま

増の
女性が、いま
キセルに火を
付けていると
ころです。両
方の女性が身
につけている
装飾品や着物
の柄と太い帯
は当時の流行
でしょう。顔
は、二人とも

「美人画の変遷－これぞ浮世絵美人画だ－」

　美人画は、浮世絵の一分野であり役者絵とと
もに古くから題材として扱われてきました。美
人画が最も華やかに描かれたのは天明・寛政年
間（1781 ～ 1800）の錦黄金期で代表的な浮
世絵師は鳥文斎栄之、鳥居清長、喜多川歌麿な
ど、いずれも美人画の名手でした。美しい人た
ちが錦絵に登場し、時代や季節により異なる流
行の髪型、服装を着て一般の女性たちに流行を
アピールしました。美人画には時代を代表する
理想的な女性像が描かれ、鑑賞の対象になって
いますが、その鑑賞者は男性ではなく、むしろ
女性の方が多かったようです。その理由はどう
すれば美人画に描かれているような美しい人に
近づけるか、です。美人画に描かれた女性たち
が身につけている着物、帯、髪型、櫛

くし

、簪
かんざし

など
は最先端のファッションでした。あこがれの美
人に近づくためには、流行に遅れないようさま
ざまな美人画の中から自分に合うアイテムを見
つけ、自らの姿を美人画に重ね合わせ変身して
いたようです。
　女性の美に対する追求は、いまに始まったこ
とではなく遙

はる

か以前から大河の流れのように続
きその流れは未

みらいえいごう

来永劫続いてゆくでしょう。
　この度はさまざまな浮世絵師が描いた美しい
人の世界をご堪

たんのう

能いただければ幸いです。
　図の作品「桜下二美人図」は、歌川豊春（1735
～ 1814）が描いた肉筆画で、錦絵と違い直接

鼻筋の通った切れ目でおちょぼ口の当時の典型
的な美人です。（ただし簪の数は一般の女性が
付ける数より多いので、遊女の見立て絵かもし
れません）

【会期】　８月23日（木）～９月24日（月祝）
【ミュージアム・トーク】
　当館学芸員による展示解説   
　８月25日（土）、９月８日（土）午後１時30分～

　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　市川信也

歌川豊春「桜下二美人図」


